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はじめに

　石川群尾口村（石川県）の目附谷川上流域には，中生

代白亜系の手取層群石微白亜層群が分布している。その

うち，基盤の飛騨変成岩類と断層で接する桑島砂岩頁岩

互層からなる尾口層が谷沿いに露出し保存良好な植物化

石を豊富に産することが知られている。

　手取層群の植物化石については, Geyler（1877）をは

じめ, Yokoyama （1889）,Yabe （1905, 1922, 1928）,

大石（1933）・Oishi（1940, 1941）,Matsuo and Omura

（1968）,木村（1961, 1969）,木村・関戸（1963, 1965,

1975）,石川県教育委員会（1978）らによる研究がある。

なかでも，目附谷産植物化石の研究としては，松尾・大

村・木村・筆者らによる尾口植物群の調査研究は，新し

いものとして注目を集めてきた。また, 1999, 2000年の

二ヶ年にわたり，目附谷川流域の化石調査を行ったので，

ここにそれらの研究成果をふまえた古植物学的研究にも

とづく目附谷産植物化石の概略について記述報告する。

産地と産状

　目附谷ならびにその周辺地域の地質に関しては，大村

（1967）,絈野（1978）,石川県教育委員会（1978）によ

る研究，調査報告等がすでに公表されている。

　本報告が対象とする地域および主要植物化石産地は，

東経136°40',北緯36°11'に相当し，目附谷流域では，

飛騨変成岩類と断層で接する桑島砂岩頁岩互層が分布す

る地域内にあり，走向N60～70°E,傾斜20～30° Sを示

す。

　主要植物化石産地（図1，図2）は，目附谷川紅滝直

下の右岸に広範囲にわたり地層が崩壊し，崖錐を形成し

ながらひろがっている。崩壊岩塊はかなり堅く，大きい。

その大きさは40～50cm大のものから１m3ぐらいのものが

多く，広い面を保持していることが，植物化石の保存性

を高めているように思われる。

　この露頭のほかに，これにまさる産地は見あたらない

が, 1999年と2000年にかけての踏査で，次の１ヶ所で，

識別可能な植物化石を産する地点が見い出された。それ

は本流と鳴谷合流点の右岸にある支谷（通称クラ谷）を

40～50mほど遡行した地点である。産出化石は不完全で

はあるが，識別にたえるものであった。

目附谷産植物化石

　1956年から現在まで，目附谷で採集識別された化石種

名のリストは付表の通りである。本リストにはまだ識別

されてはいないが，まもなく加筆される種または改称さ

れる可能性をもった属種がある。

植物化石産出層準の特徴

　目附谷の植物化石産出地における化石の多産層準は，

厚さおよそ200mの連続的に堆積した砂岩頁岩互層に限

られている。

　下位には Equisetites（トクサ類）に代表されるような

根茎やその破片が，黒色頁岩中に密集して産出し，その

下位に Viviparus（タニシの仲間）で代表される淡水産

巻貝を含む地層が見られる。

　中位の層準では，主としてシダ植物を中心とした

Onychiopsis,Gleicheniies,Cladophlebisが多産する。

　上位の層準で，ソテツ類，ベネチテス類，さらに喬木

種とみられるイチョウ類や球果類が多産する傾向がある
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ように思われる。　しかし，この産出地は前述したように

露頭は崩壊地であり，その転石から化石を採集している

現状からみて，その上下関係を明確には論じられない。

ただ局所的に見た場合，上記のような植生の遷移を考え

ることも選択肢の一つとして可能のように思われる。

　1978年，松尾は手取層群植物化石の主要産出地の一つ

である桑島化石壁における調査研究において，連続的に

堆積した露頭での正確な採集をもとに，葉帯の存在を提

示している。

目附谷産植物化石による新知見

　当化石産地はまれにみる保存良好な化石を豊富に得ら

れることから，従来公表されていた化石種を再考するの

に有力な手がかりを提供している。

１　シダ目に関して

ア　かつて矢部によって，所属不明の形態属として記載

されていたCladophlebisdistansについて，大型標本の採

集と実葉（胞子をもった葉片）の発見から，ぜんまいの

仲間であることが判明した。あらたに Os mu ndopsis

distansとして記載公表した。

イ　大石がCladophlibisexiliformisとして記載していた形

態属の化石種を，そのうちかなりのものが，うらじろの

仲間と判明し, Gleichenitesの属名を記し改属した。

ウ　横山がOnychiopsiselongataとして記載していた化石

種の形態が判明した。

　中生代のDomerianからAlbianにわたって，日本の中

生代植物部の中で共通に産する化石種であるが，従来，

葉状体の先端部の葉片の形態でしか同定しえなかった化

石種である。目附谷産化石の中で全形状を明らかにする

標本が採槃され，長い葉柄をもち，叢生する高さlmに

も及ぶ植物であることが判明した。小葉片は先端部に群

生する。

２　ソテツ葉類に関して

ア　鋸歯をもったソテツ葉類の存在が明らかになった。

Neozamitesの存在である。これは，現在，手取層群を除

いては，中生代植物化石として，いまだ他に産出を見な

い。

イ　かつて横山が, Nilssonia nipponensisとして記載し

た化石種であるが, .1片の葉片をもとに記載されていた

ものである。ところが，目附谷産の化石標本によって，

短枝の頂部に束生する形状を示す標本が採集され，この

植物の葉体の全形が判明した。

ウ　当化石産地からは，多様なCtenis風が産出する。大

石三郎が1940年，桑島化石壁から採集した標本を，

Ctenis kaneharaiとして記載した。　しかし，目附谷産化

石標本の種の特徴，とくに羽片が羽軸に着生する基部の

形態は，明らかに横山や大石の記載した種と異なること

から, 1976年，木村，関戸が Ctenisnipponicaとして新

種記載した。

　そのほか，ロシアのバハラミーフは, 1961年にシベリ

アのブレア川流域から採集した標本を記載し Ctenis

burejensisとして報告した。この種は，日本においては

手取層部尾口層以外から，いまだ知られていない。　しか
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し, 1971年に松尾が，石川県白山自然保護センターとと

もに採集した標本の中に，さらに上述の標本とも異なる

種の標本が保存されている事が判明したので，今後詳細

に比較検討したいと思う。

エ　1936年，大石が福井県の手取層群から採集記載した

Di ctyozamites属のほとんどが，羽片が無柄であるのに比

して，大石の記載（1933）のものは有柄であり，また採

集される標本のいずれを見ても，羽片が羽軸に対して一

方向にのみ着生している点などから，われわれはほかの

属である可能性を示唆していた。

　1987年，関戸・山崎（小松市立博物館）が，大形の保

存のよい標本を発見し，大きい岩塊の一面につく標本

なので，運搬不能と考え，撮影だけにとどめておいた。

その後，山崎が苦労の末，採集に成功し，持ちかえった。

そして, 1990年，木村が Tetoriophyllum reniforume

（OISHI）KIMURAと命名し，新属として記載した。

おわりに

　今回は植物化石の各論的な記述は省略したが，後日，

詳細に述べる機会をつくりたい。

　手取層群の分布域の中で，これほど保存のよい植物化

石標本を豊富に得られる地は他に多くない。多分，桑島

化石壁か，いまは湖底に眠る尾上郷の産地しかないであ

ろう。目附谷は，それほどすばらしい化石産出地である

にもかかわらず，急峻な地形と，産出地露頭にたどりつ

く長い道程にはばまれて，容易に採集し，調査ができな

い現状からみて，今後，学術的な大規模な研究プロジェ

クトを組む機会のおとずれることをのぞんで止まない。
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